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緑藻リボンアオサの培養における生活史

右田清治・藤田雄二
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MIGITA， S. and FUJITA， Y. 1987. The 1ife history of Ulvafasciala DELILE (Ch10rophyceae， U1va1es) 

in cu1ture. Jap. J. Phycol. 35: 226-230. 

The 1ife history of Ulvafasciata， coIIected from Nomozaki， western Kyushu， was studied in !abo・

ratory cu1tUl・e. Th巴 formationof gametes and zoospores was observed a1most throughout the year 

at Nomozaki. The gametes are pear-shaped， with two flageIIa， one eyespot and showing positive 
phototaxis. The gametes from different sex conjugated anisogamous1y. The zygotes began to 

germinate and deveIoped into 1anceo1ate thalli， having sing1e and 10bed b1ades. Parthenogenetic 

germination of female and ma1巴gameteswas a1so observed. The dentate cells began to form a10ng 

the margina1 parts after the thaIIi attained to 1ength of 1-2 cm. They were abundant on young 

thaIIi， but scarce on fuIIy grown or adu1t thaIIi. Th巴zoosporeswere produced on the thaIIi deveIop-
ed from zygotes. The zoospores are bigger than the gametes and have four flageIIa， but their shape 
and behavior close1y resemb1e those of the gametes. The chromosome number of this a1ga was count-

ed to be nine in hap10id phase and eighteen in diploid phase. The results show that the life history 

of Ulva fasci・ataconsists of an alternation of isomorphic generations. 

KりlndexWordr: Ulva fasciata; Chlorophyceae; Life histoヮ Chromosomenumber. 

Seiji Migita and Yuji Fujita， Faculty of Fisheries， Nagasaki University， Nagasaki， 852 Japan. 

緑藻リボンアオサ U1 va fascia taは，体がリボン状

の裂葉l己分かれ，縁辺lζ顕微鏡的鋸幽を持つアオサ属

の l種で，世界各地の暖海域i乙生育する。日本では

YAMADA (1935)によって沖縄でその生育が報ぜられ，

その後日本の中南部に広く分布することが知られてい

る。本種の生殖については配偶子や遊走子が知られて

いるが (GAYRAL1963， SUBBARAMAIAH 1970， MSHIGE-

NI and KAJUMULO 1979)，生活史のー循環は明らかに

されていない。また，日本では梶村(1973)が島桜県

産のリボンアオサで配偶子の単為生烈iを繰返している

と報告している。

筆者らは，長崎市付近lζ生育するリボンアオサで，

配偶子と遊走子の形成，放出を以ii肋3ら観察していた

が， 1984年に室内培養でその生活史を完結し，葉体一

葉体のアオサ・アオノリ型(シオグサ型)をとること

を明らかにしたので，生育生態や染色体数の観察と合

せて報告する。

材料と方法

培養笑験lζ用いたリボンアオサは，長崎県野母崎町

筏より 1984年6Ji Iζ採集した。それらを I個体毎に%1'

瓶に入れ，まず2鞭毛の配偶子を放出したものを選

び，さらに接合を調べて雌雄の組合せで配偶子液を等

量同一シャーレに入れ，負の走光性で暗所iζ集まった

接合子をピペットアップして培養を開始した。接合子

の発芽体は約 1mm の長さまではシャ レの止水中

で培養し，その後は枝付平成フラスコで通気培養し

た。また，それらの生長した胞子体が成熟し，放出し

た遊定子を接合子の;場合と同様にして培養した。培養

は20~22OC ， 12: 12の光周期，白色蛍光灯光 2，500

1uxのもとで行ない，培養液には PES液を用い，止

水では 1週間，通気では 2日毎lζ換水した。

天然の生育生態は，前記水産実験所の筏および長崎

港内の浮桟橋IC付着生育するリボンアオサ群落から，

1984年より 2 年問機会ある毎lζ20~30個体を採集し，

形態，生殖，繁茂状態などの概略を調査した。また，

染色体数を観察した核染色ICは，酢酸アルコール間

定， WITTMANN法を月1いた。

結 果

の野母港内lこ設置しである長崎大学水産実験所の養殖 リボンアオサは，長崎市周辺では潮間帯下部の治上
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にもまれにみられるが，'iiill-'ilfI.よ'-1'にある筏や技術の{J!IJ

1援で多く とE育している。本極の梨体はJ，'，jil二みられ，一

般にがより初互にかけてよく繁茂し，初秋のー11与JUJ災

徴する 。 ζれらの場所ではアナ ア オ サと似~I:するが ，

木騒はアナアオサのよ うに穴があかず色がややうす

く，と く lζ リ ボ ン状の裂~を持つなど，日ü Ðlの l三別は

若手易である。生育期間中は (/11 11;1 でも成熟~t本がみら

れ，それらの政山胞子はH寺別や場所iζよりi刑囚fが多

い場合，遊走子が多い場合があるが，'iii，cli可者がみら

れた。また年1mをiillじてみると仰向体の雌雄比は

ほぼで あった。

リボンアオサの配偶子は，長い凶作梨盟で 1fll~の 色

素休とIIH以を有し，等長の約 11pm の 2 靴~毛をIí'EI:.
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する 。 I~.G似 f-は附f.Mfで大きさが若干相違 し， Jl!j[性l記fPl

子は長さ 6.5-8.0μm太さ 3.0-4. 2μmで (Fig.1)， 

』括性配偶子は長さ 5.5-7.0μm太さ 2.0-2.5μmで

あった (Fig.2)。なお ，Jl!jl性配偶子畿内では8，16ま

れiζ32イ1，¥1， 1様性配似正義ー内では16，32きわめてまれに

64仰の配偶子がつ くられた。雌雄の配偶子は 1，2分

以内の短時間でよく桜合し (Fig.3)，配偶子が正の走

光性を示すのIC，接合fは負の走光性でシ ャーレの陥

い方に集るので，ピペッ トア ッフ'で容易に接合子のみ

を分離府主主できた。接合子は 付着後径 4.2-5.0μm

の球状となり ，1((ちにぎMi:して 3日後iζは上下!C2分

裂し (Fig.4)， 711後には 6-8細胞の l列の休!c!:l::

長した (Fig.5)。発芽休はやがて下部の細胞から糸状

前
川
m
MA

刊
行

6 

9 

Figs. 1-9. Ulva fasciala. Gamctes and development of zygotes. 

1. Female gametes. 2 孔[alcgamctes. 3. Fusion of gametes. 4. 3-day-old gcrmling from the zygote. 

5. 7-day-old gen百 ling. 6. 25-day-old germlings. I. Young sporolコhylcsfrom thc zygotes after 35 days 

culture. 8. 45-day-old sporophylcs， forming lobcs. 9. 2-month-old sporophytC's. having deeply lobed 

blades 

Scalc: Figs. 1-5 10 μm; Fig. 6 100μm; Figs. I-9 1 cm. 
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10 
の仮似を:.l¥し20日後には長さ O.7~0 . 9 mm踊 250μm

lζ生長し (Fig.6)，その後枝付フラスコで通気培養し

たところ， 25日後には 1.8~2. 2 mm， 35日後lζは

2~3 cm ( Fig. 7)，さらに45 1=1 後には 5~6 cm fC達し

た (Fig.8)。

11 

16 

乙の間，1-2cm Iζ1111.J更した楽体の縁辺IC，顕微鋭

的鋸歯が形成されるよ うにな った (Fig.IO，11)。通気

と止水þ，~謎では ， 前者で鋸歯が早く多く形成され，止

水では銃i歯形成が遅れる傾向がみられた。また ，5cm

以上の灘体iζなって縁辺部で分裂するものがみられる

ようになったが，裂裂の初期のもので鋸歯が起原と

なって分れたような部分も観察された。1i"!i益2カ月後

になると ， l.ï'!休は 1 2~ 1 5 cm fC遥し ， 裂~もリボン状

lζ制11長くなり ， 天然の~休lζ類似した休に と|三 育 した

(Fig.9)。しかし，地主主張休のなかには 15cm以上l乙

なっても分裂せず単裁のものも少なくなかった。な

Figs. 10，11. UlvaJasciata. Formation of clerト

tate cells on the culturecl thallus. Scale: 50μm. 

18 

13 14 17 

15 

Figs. 12ー18. Ulva Jasciata. ZOOSpOI巴formationancl clevelopment of zoospores. 

12. Zoospore formation on the culturecl sporophyles. 13. Zoospore.， 14. Settled zoospore. 15. 7-day-

old germling~ fl'Om zoospores. 16， 17. 30-day-old (16) and 45-day-old (J 7¥ gametophytes. 18. 2-month-

olcl mature gametophytes. 

Scale: Figs. 12-15 JO μm; Figs. 16-18 1 cm 
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Figs. 19， 20. Ulva jasciala. Chromosomcs in 

somaLIc cell division 

19a. Chromosomes at late prophase in the gall1clo・

phytc. 19b. Drawing of Fig. 19a (n=9). 20a 

Chroll1osoll1es at late prophase in lhe sporophytc 

20b. Drawi噌 ofFig. 20a (2n= 18) 

Scale: 10 μm 

お，接合しなかった雌絡の配イ尚子は同者ともにlli為0:

殖で成体まで生長 した。

遊走子惑は，緩合子の培養 2カ)j後の梨体で縁辺部

から形成され，その形成部は黄褐色を呈し肉i阪でも識

別できた。遊定子は，胞子霊長内で 4，8倒まれに16例

つくられ (Fig.12)，配偶子と同じ外観を塁し，約 11

μmの4縦毛を頂生し，長さ 10.0-1!.5μmメ;さ 5.5

-7.0μmで， 正の定光性を示した (Fig.13)。遊定子

は付着後径 7.0-7.5μmの球状になり (Fig.14)， n'l 
ちに発芽し 7rI後lζは数細胞に住長した(Fig.15)。約

I 111m になったものを通気培援に移したと乙ろ，ブEヨー

30EI後lζは 2-3cm (Fig. 16)， 40日後には 7-8CI11 

1ζなり (Fig.17)， 2カ月後lζは 12-15CI11 1ζ述し，

一部の袈体は成熟して配偶子裟を形成した (Fig.18)。

逃走子の発芽体でも 1，2cm以上で鋸歯の形成がみら

れ，10-15 cmの体で裂楽を山すものもあったがその

他1体数は少なかった。

本種の染色体数を \\"1π~L\NN の核染色法で調べて

みたと ζ ろ，体細胞の核分裂liiJjUJの終りの像で，百d似

子を放出した裁体で 11=9の染色体がみられ (Fig.19

a， b)，一方遊走子を放出した胞子体では 211=18の

染色体が観察された (Fig.20a，b)。

考 察

アオサj瓜の生活火については，多くの極でi0{;本-

W!t本の同盟世代交代をする乙とがよく剣|られている

(FOVN 1934， YAMADA and SAITO 1938， SMITH 1947， 

BLIDING 1968， CHlHARA 1968)。リボンアオサにおいて

も，配fsl-j三や遊定て(-の形成が報告されているが (GA、~

RAL 1963， SUssARAMAIAH el al. 1966， SUBBARAMAIAH 

1970， MSHIGENI and KAJUMULO 1978)，梶本j(1973) 

は砧t:h!県佐の本邸で配{尚子の111為生殖を繰返している

と述べている。乙の研究で，長崎市周辺lζ産するリ ボ

ンアオサは，アオサ府の仙の多くの種と同級1<::，配偶

子とi佐ヱヒfを形成し，lJj.相の配偶休と複相の胞子{本の

阿世代が交代する ζ とがIYJらかにな った。

アオサ何では ， 配似 fの談合で~ì1型または Irû型配偶

が報ぜられているが，;it型配偶を行なう種が多いよう

である 。 すなわち，外I I~ iYiの極でtは UIva lobala， U. 

al/guslll， U. sle川戸11)，1111，U.lil/zlI (SMITH 1947)， U.lacト

I/ca (FOYN 1934， 1955， BLlDING 1968)， U. r以da，U. 

gigal/lea， U. roll/I/dalll， U. curvllla (BLlDlNG 1968)など

でJl木iY!.ではアナ アオサ，ナガアオサ (CHIHARA

1969)などで典型間似とされている。 リボンアオサで

もそれらの郡と同じく，附f.hif配偶子の大きさが3'1¥な

り，典型配偶を行なうことが判明した。接合 fおよび

遊定子の先生形式は，事E村 (1973)が配似子の単為生

殖で述べているようにTti桜型を示し，新的 (1946)の

アオサ ・アオノリ型，1'。、'N (1934， 1955) の Ulva 

lacll/ClI lypcであった。

と乙ろで，リ ボンアオサはおi辺lζ顕微鋭的動i歯を

有する乙とが:rmの一つの特徴として匁lられている

(AGARDH 1883， DE TONI 1889， COLLlNS 1909)。乙の

焔主主尖験でも 1-2cm以上のm体で鋸歯形成がみられ

た。しかし，天然ではおいm!休には鋸歯があるが， }.必

体ではほとんどみられなくなる。ζれは，大型m体で

は一般に茸i:tおの形成が少ない乙と ，また縁辺部が胞f

i政山，流夕、を繰返す乙となどのためと考えられる。SE-

GAWA (1936)は三宅島iWの鋸幽のあるアオサを UI叩

ゆil/I/loSII(新極)として氾;1武している。その後， ー木

(1956 )は同種が長崎県女向lζ 分布するが，リボンア

オサなど他の館長崎のあるE1と比較検討する必要がある

と述べている。著者らは， 三宅島，女:iJ;産のアオサJIl4

を調べていないので以IJI析はできないが，両産地がリ ボ

ンアオサの分干IJ筒凶1の II~lJ援な海域である乙と，裂業を

有すること ，また議長が 2-3cm でリ ボンアオサと

すればiiI:Jif4の多い長さである ζ となどから ，U. stil/-
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ulosaはリボンアオサの幼体ではないかと考える。ま

た， アミアオサ(岡村 1936)，ボタンアオサ(一木

1956)に鋸歯があるような記述もあるが，アミアオサ

では確認できず(右田・藤田 1984)，長崎産のボタン

アオサの培養でも著者らのとれまでの観察では鋸歯は

みていない。

なお，本種は熱幣地方で肥料，飼料藻として利用さ

れ，海での移植，養殖試験が試みられており (SUBBA開

RAMAIAH 1970， MSHIGENI and KAJUMULO 1979)，波静

かな場所で~I".長が良好であるとされているが (MSHIG・

ENI and KA]UMULO 1979)，長崎市付近でもやや内湾

で生育が多いようである。

アオサ属の染色体数については， U.lactucaで n=

10 (CARTER 1926)， n=13， 2 n=26 (FOYN 1934)， 

アナアオサで n=9，2 n= 18 (YABE and PARK 1968) 

とされている。この研究でリボンアオサの染色体数は

nニ 9，2n=18で，仁記のアナアオサの数と一致した。

終りに，ヒの研究を進めるにあたり，文献などのど

教示をいただいた北海道大学音田忠生，九州大学奥岡

武男の両教授に心から感謝の意を表する。
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